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愛知県医療ソーシャルワーカー協会

※医療機関等：（1）保険医療機関（2）介護老人保健施設（3）医師会（4）保健所 
　　　　　　　上記（1）～（3）が運営する居宅介護支援事業所及び地域包括支援センター

〒451-0042
名古屋市西区那古野2丁目14-1
なごのキャンパス所在地

会員区分会員区分

正会員

愛知県内の医療機関等
（※）において現に医療
ソーシャルワーク業務
に従事している者

準会員

愛知県内の医療機関等
（※）において過去に医
療ソーシャルワーク業
務に従事していた者、 
もしくは、愛知県内で
医療ソーシャルワーク
の研究・教育に携わる
者（過去を含む）

賛助会員

当法人の目的及び事業
に賛同する個人
（総会の議決権と役員
になる権利がありませ
ん）

学生会員

当法人の目的及び事業
に賛同する社会福祉を
専攻している学生
（総会の議決権と役員
になる権利がありませ
ん）

本会は、昭和 25年に愛知県下の保健所及び病院に専任の医療社会事業系を置くことを目標として、研修
会や調査研究活動など視野の広い活動が開始し、専任の医療社会事業を担当する者で構成され設立されまし
た。全国で最初に医療ソーシャルワーカー協会が誕生した県でもあります。
創立当時は52名の会員数でしたが、その後会員数は激増し700名あまりを擁する職能団体として成長し、
平成 27年 5月からは一般社団法人として、新たな協会活動を展開しています。

1950 年（昭和 25年）
1951年（昭和 26年）
1984年（昭和 59年）
2006年（平成 18年）
2012年（平成 24年）
2015年（平成 27年）
2018年（平成 30年）

愛知県医療社会事業家協会　設立　会員数 52名
名古屋市保健部医務課に事務局設置 (昭和 59年まで )
職能団体として愛知県医療ソーシャルワーカー協会に組織変更
第一回愛知県医療ソーシャルワーク学術集会　開催
会員数 500名超える
一般社団法人に組織変更
会員数 790名（平成 30年 12月現在）
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入会金
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学生会員

年会費
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監 事学 会

理事会

運営会議

社 員 総 会

研修統括会議

総 務 部情 報 部 研 修 部
▶新任者養成研修委員会
▶専門研修委員会
▶退院・療養継続支援研修
委員会

▶介護保険関連研修委員会
▶機能分野別研修委員会
▶実践研究支援委員会
▶三役企画研修
▶がんとソーシャルワーク
　研修委員会

そ の 他
▶学生支援委員会
▶ブロック運営委員長会議
▶保証人問題委員会
▶ソーシャルワーカーデー
　実行委員会
▶意思決定支援委員会

組 織 図

活 動 内 容

▶各種研修の企画・運営　　　▶学術集会の企画・運営

▶会員の調査研究活動の支援

▶会報誌の発行　　　▶機関誌の発行　　　▶ホームページの運用

医療ソーシャルワークの普及に関する事業

医療ソーシャルワークの知識及び技術の向上に関する事業

医療ソーシャルワークの調査研究に関する事業

医療ソーシャルワークの情報発信に関する事業

他関係機関等と効果的な連携体制を構築する事業

他関係機関等からの要請に基づいて実施する受託事業

その他、当法人の目的を達成するために必要な事業
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Medical Social Worker

社会を見つめ、患者に寄り添う
  ――医療福祉の専門職として

権利擁護権利擁護

社会復帰社会復帰
成年後見制度成年後見制度

老老介護老老介護

認知症認知症

生活困窮者支援生活困窮者支援 孤独死孤独死

就労支援就労支援

地域医療連携地域医療連携

地域包括ケア地域包括ケア 虐待虐待

自立支援自立支援 医療ソーシャルワーカー

在宅医療在宅医療

意思決定支援意思決定支援退院支援退院支援

終末期医療終末期医療

難病患者支援難病患者支援

医療ソーシャルワーカーとは
　突然のケガや病気、それに伴う障がい、長期の治療や療養、高齢に伴う問題のほか、家庭内の問題を抱えて不安
な気持ちになることがあります。それに立ち向かい、生活していくことは大変なことです。相談することもできず
に一人で抱えている方もいるかもしれません。
　医療費・生活・社会復帰・福祉制度の活用、医療に対する思い、ご家族の抱える思いや不安なことなど、対象者
とそのご家族とともに、よりよい解決方法を見つけるお手伝いをします。そして、安心して生活できるように一緒
に考えていく仕事をしています。
　医療ソーシャルワーカーは、愛知県内の保険医療機関ならびに併設する地域包括支援センターと居宅介護支援事
業所、介護老人保健施設、医師会、保健所等で働いており、それぞれの対象となる方々のソーシャルワーク援助を
行っています。また、対象者の方を直接支援するだけでなく、関係機関との連携をコーディネートするなどの役割
を愛知県内各地で担い、活動しています。

＊厚生労働省保健局長通知　平成14年11月29日健康発第1129001号「医療ソーシャルワーカ業務指針」参照


